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オマーンオフィオライトの地殻ーマントル境界には，数mから数 100 mのモホ遷移帯が存在している．モホ遷移帯は，
ハルツバージャイトの斜方輝石が急激に減少しダナイトが支配的に出現する層準を基底とし，ガブロが支配的に出現す
る層準を上限とする．構成岩相は主としてダナイトおよびウェールライトで，一部にガブロ類を含んでいる．モホ遷移
帯の成因としては，メルトからの結晶集積とメルトーマントル反応の二つがあるが，高速拡大海嶺下に存在するマグマ
溜まりは層状分化岩体のような大きなものでないことが明らかになったため，現在では主に後者が支持されている．ど
ちらの成因であれ，海嶺軸に供給されるMORBメルトはモホ遷移帯を経ているため，その化学組成はモホ遷移帯での反
応・結晶作用の影響を大きく受けると考えられる．本発表では，海嶺軸に沿った変化が検討できるオマーンオフィオラ
イト北部地域において，モホ遷移帯の層厚・岩相・鉱物化学組成の側方変化を明らかにし，地殻へのメルト供給・抽出プ
ロセスおよび下部地殻での結晶分化作用の違いについて検討を行う．
オマーンオフィオライトは露出規模が大きく，シート状岩脈の貫入方向から復元される形成時の海嶺軸の方向が分布

軸に近いことから，同オフィオライトの側方変化を検討することで海嶺軸方向の変化，特に海嶺セグメント構造の内部
変化を検討することができる．Nicolas and Boudier (1996)はオマーンオフィオライト全域における斑れい岩層の厚さとモ
ホ遷移帯の厚さの変化をまとめ，海嶺セグメント構造の中心部ではガブロ層が薄く，海嶺セグメントの末端へ向かうに
つれ厚くなるとした一方で，セグメント中心ではモホ遷移帯が厚く，セグメント末端へ向けて薄くなる傾向があること
を示した．
オマーンオフィオライト北部の Fizhブロックから Hilti ブロックにおいては，シート状岩脈群の化学組成と貫入方向

(Miyashita et al., 2003; Umino et al., 2003)やガブロユニット内の不連続構造 (Adachi and Miyashita, 2003; Tomatsu, 2004MS)
から詳細なセグメント構造が復元されている．このセグメント構造に基づき，セグメントの位置によるモホ遷移帯および
ガブロユニットの層厚変化，鉱物化学組成の変化を検討した．またガブロユニットにおいては，垂直方向の鉱物化学組
成の変化についても検討を行った．その結果，セグメント中心部ではモホ遷移帯の層厚が厚く，末端部に向かって薄く
なること，ガブロ層はセグメント中心部で薄く，末端部に向かって厚くなっていることが明らかとなった．岩相におい
てもセグメントの場所により変化が見られ，中心部ではモホ遷移帯内にガブロ層が発達し，モホ遷移帯の上位のガブロ
ユニットもマフィック鉱物に富む優黒質層が発達する．末端部では，マントルセクション最上部にガブロ岩脈が多く，モ
ホ遷移帯の上位のガブロユニットは優黒質層が少ない．鉱物化学組成では，かんらん石の Fo組成，単斜輝石のMg#は，
全体としてマントルセクションからモホ遷移帯，ガブロユニットにかけて順次分化した値を示すが，その変化幅はセグ
メント中心部でより連続的で小さく，セグメント末端部ではより大きく不連続的となっている．つまり，セグメント構造
はマグマシステム（マントルでの部分溶融度，メルト抽出の度合い，結晶分化作用など）を基本的にコントロールして
いることが結論される．


